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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
参考URL：https://kanjokamoku.k-solution.info/2005/06/_1_1298.html
固定資本減耗とは、建物、構築物、設備、機械などの再生産が可能な固定資産（有形固定資産・無形固定資産）の価値が使用等により減少していくことをいう。
固定資本減耗には、企業会計上の減価償却費に加えて、資本偶発損※を含む。
資本偶発損とは、事故や災害（火災・風水害等）などによって通常予想される損害を評価した額をいう。
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